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●黒字決算となった

が、内容は必ずしも楽

観出来るものではない 

●収入回復の遅れに

加え、今後の状況次第

では再び赤字に転落し

かねない 

●運輸収入がコロナ前の７５％

という想定を下回っている 

●第 7 波の終局面を迎えた１０

月の鉄道営業収入についても、

依然としてコロナ前の約７割 

●営業利益の水準としては業

績予想を下回る厳しい状況 

 

●有利子負債は既

に１兆円以上増加し

ている 

●足元の不透明な

状況に加え、中長期

的な見通しについて

も楽観出来ない 

 

■物価上昇に苦しむ組合員・社員に配慮する回答がない！ 

■加速する離職に対する回答がない！ 

■運輸収入対前年+1671 億円（132.6％）、営業収益対前年+1946 億円 

（131.1％）、営業利益 546 億円（対前年+1589 億円）、四半期純利益

301 億円（対前年+1505 億円）、「黒字転換」「大幅な回復」を成し遂

げた職場の努力に報いる姿勢が見えない！ 

■想定より下と言うが「第 2四半期決算」説明資料で「10月の運輸収入

は概ね当初計画の水準まで回復」と書いてあるじゃないか！ 

■昨年は通期予想の下方修正をしたが今年は下方修正していない！ 


